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ごあいさつ

本日ここに｢輔リフィロムジカ管弦楽団」定期演奏会を開催するにあたり、ご多用にも拘わらず、多数の方々のご来

場をいただきまして、誠にありがとうございますb

この定期演奏会も､メンバ－諸君が仲間と貴重な､しかも楽しい音楽経験を積み鐘aて､はや第13回目となりました。

今回の演奏会は指揮者にイヴ・ラフオンテーヌ氏をお迎えし、先生のご指導のもと、ますます努力と研鎖を積み雪a、

本日ここに魅力あふれる曲の数々 を披露してくれるものと期待致しておりますも皆儀にはその努力の結実を演奏の中に

ｵ割聴きいただければ幸甚に存じますも

最後になりましたが、「輔1フイロムジカ管弦楽団」の為に､物心両面にわたるご支援を賜りました皆様方をはじめ、

ご指導下さいました先生方に厚く御礼申し上げますと共に、定期演奏会のますますの発展を祈りまして、ご挨拶とさせ

ていただきますも京都フイロムジカ管弦楽団顧問和田之宏

オーケストラにはさまざまな楽器があり、それぞれの楽器に特有な演奏伎術上のむずかしさがありますbプロの演奏

家はそれらを克服していますが私たちアマチュア奏者にはこれが大変な難物ですも楽器の櫛造上、鳴りにくい音やとり

にくい音があっても楽譜には「こう演奏しなさい」と書いてあるので演奏するしかないのですも作曲家によっては奏者

に対して親切な書き方をしているものもありますが､たいていは砿する側の都合はおかまいなしで作曲してありますも

こｵ1がクラシック音楽の難しさでもありまた面白さでもあるわけですも

私たちは楽器奏者として雪踏練習を欠かしませ“どの音も半年間､何度もなんども吟味し続け、本番で一筋番いい音

が出せるようにしていますも私たちが積み上げた演奏をどうぞ最後までお聞きくださ↓も

京都フィロムジカ雷琵農団団長長岡武志
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京都フィロムジカ管撚団第13回定期演奏会

2003年6月1日（日）調I府長岡京記紋化会館
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1：15よりロビーコンサート

＊＊＊

ローベルト・シューマン／『マンフレッ剛序曲作品115

RobertSCHUMANN(1810-1856))>Man丘ed《Ouveriire叩.115

セルケイ・セルケイヴイチ・プロコフイエフ／蝿曲第1番『古典蝋曲』作品25
脚

CeprefiCepreemnFlPOKOObEB(1891-1953)"K̂accHHecKaachmｳoH”

1．AllegroⅡ、Larghet的Ⅲ、Gavotta-NontroppoallegroⅣ、Finale-MoltoVivace
-休憩一

カール・ニールセン／蝿曲第3番肱がり』作品27

CarlNIELSEN(1865-1931)SYMFONINR.3SINFONIAESPANSI哩叩.27

I.AllegroespansivoⅡ、AndantepastoraleⅢ．Alle印泡ttounpocoIV.Finale-Allegro
ソプラノ：好本由希子バリトン：佐藤励

指揮：イヴ・ラフォンテーヌYvesLafontaine

※酉肺リーフレットではバリトンを佐賀龍彦と発表しましたが、事情により佐藤励に変更になりました。

※携帯電話、ポケットベル、アラーム付き腕時計などの電源は必ずお切りください。

※客席でのご飲食、喫煙、写真撮影、録音、録画はお断り申し上げます。
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9｡ロビーコンサート｡轡

①カール・ニールセン／木管五重奏Op.43より第2楽章メヌエット

江藤(Fl)中西(Ob)田中(CD田中(Fg)片山(Hrn)

1922年､交響曲第5番を完成させた後に作曲された､緊張と迫力の第5番とは正反対のくつろいだ

音楽の楽しさを素直に表明したかのような微笑ましい曲。今日の演奏会のメインはニールセン.．

ということで、木管五重奏の代表作の一つであるニールセンの木五、お楽しみください。

②アントン・ブルックナー／合唱曲「エッサイの若枝は花開き(VirgaJesse)」

遠藤、渡辺(Tp)山下、谷口(Pos)塚田(Tub)

この作品は1885年というブルックナー円熟期に書かれた合唱曲です。第7交響曲や『テ・デウムー

の完成直後、第8交響曲の作曲中の作品で、この時期のブルックナー作品らしい、大胆な休止と効栗

的な強弱の変化が見られます。曲想も変化があり、壮大な印象を与える力強さに満ちた小品です。

③ジョアッキーノ・ロッシーニ／チェロとコントラバスの為の二重奏曲二長調よミ

奥田真(Vc)今城(Cb)

④カール．ニールセン／「弦楽のための小組曲イ短調FS6(0p.l)」より

”Finale'i：Andanteconmoto‐Allegroconbrio‐Piumosso

天津、越後、田村(Vn.1)西村、川島、須賀(Vn.n)篠崎、瀬尾(Va.)小野田、星(Vc.)名坂(Cb.)

記念すべき作品番号1を与えられていますが、実際は弦楽四重奏第1番、弦楽五重奏に続いて作垂

された曲です。弦楽合奏のレパートリーとしてはよく演奏され、その叙情'性から親しみやすいもの§二

なっています。前奏曲一間奏曲一終曲の3部からなりますが、本日は終曲のみを演奏します。

弦楽のための作品としては他に、交響曲第3番の直前に作曲された沈痛な様相を漂わせる「若き芸

術家の棺の傍らでFS58」や、晩年独特の素朴で美しい「ボヘミア＝デンマーク民謡によるパララ．

レーズFS130」を作曲しています。

地域の皆様の健康で快適な生活を応援し続けます

本部舞鶴市字福来1111の2

グループ
TEL0773772710

FAX0773772766



曲目解説
オーケストラのコンサートの面白い聴き方のひとつに、さまざまな作曲詞Xどのようにオーケスト

ラを扱っているか、その手法の違いを楽しむ、という聴き方がある。本日のプログラムは、そうした
聴き方をするにふさわしい、個性的な作品の取り合わせである。

1曲目の『マンフレッ剛序曲を作曲したシューマンは、オーケストラの扱いが下手だと思われが

ちな作曲家危弦楽器も管楽器もべったりと重ねられている部分が多く、響きに変化がなく野暮つた

い、と評価されることが多し＄

もっとも、そうした効果を狙わない素朴な響きは、傷つきやすく細言卜なシューマンの人柄そのもの

の表れとも言えるのではない力もそのような内向的な性格の持ち主だったシューマンにとって、バイ

ロン作の『マンフレッ剛は共感できるテキストだっただろう。

『マンフレッ剛は、過剰な自意識にさいなまれる主人公マンフレッドの苦悩の物語である。彼は

並外れて優れた知性を持つがゆえに苦しいほどにまで自己の内面を見つめずにはいられなくなり、さ

らに、諸人と自分との違いを強く意識したマンフレッドは他人とは没交渉で孤独であった。唯一の理

角緒と言える恋人がいたが、道ならぬ愛であったため結局は恋人を死に追いやることになりマンフレ

ッドは罪悪の念に駆られる｡苦しいまでに強い自意識と孤独と罪悪感とを背負ったマンフレッドだが、

富や権力を与えようとする精霊たちの誘惑や、神による救いを勧める聖職者の説得をことごとく断っ

てしまう。そしてマンフレッドは自らの力で死を得ることでようやく苦悩から#轍される。

シューマンの作品はロマン派前期の作品としては珍しくトロンボーンが重要な役割を果たしている

が、これはシューマンがトロンボーンの音を幻聴に聞いていたためだという説がある。もしそうであ

るならば、分厚く重々しいオーケストラの響きもシューマンの心に鳴っていたまさにその音だと言え

よう。内へ内へと凝集し自らを追ﾚ詰めていくような緊張に満ちた分厚↓響き。これはまさしく、苦

悩するマンフレッドの姿に自らを投影した悩めるシューマンの熱く激しい心の中のざわめきなのであ

る。一一光と闇、糊申と塵芥、情欲と純潔な思想、これらが入り混じって目的も秩序もなく争う恐

ろしい混沌一一このような縛申状態が、オーケストラのうねるような音から伝わって来る。

2曲目のプロコフイエフの交響曲第1番『古典交響曲』は、シューマンとは対照的に、オーケスト

ラの多彩な表現力を存分に活かした作品危「古典」という名前が示すとおり、古典派の大家ハイドン

の作風を意識した、簡潔だが面白さに満ちた曲である。特殊楽器をまったく含まない2管編成という

小規模なオーケストラ。短い旋律を何度も繰り返し使う単純な構j堂それでいながらこの曲力聴衆を

決して飽きさせない面白さを持っているのは、オーケストラの扱いがうまいから己同じ旋律をさま

ざまに楽器を代えながらリレーすることでもたらされる多彩な色彩感､推進力に満ちた鋭い伴奏音型、

リズムを引き締める変拍子とシンコペーション、こうした心憎いオーケストレイションの妙味が簡潔

な「古典交響曲」に快活な生命力を吹き込んでいるのである。

作曲当時プロコフイエフはまだ26歳彼は性格の屈折した無神論者で､音調卿寺代は教官たちと頻

繁にいざこざを起こす生意気な学生だったらしし＄そうした怖いもの知らずの若者だったからこそ、

自らをハイドンに擬するという大胆不敵な作曲行為に及び、そして傑作を生み出すことに成功できた

のだろう。

どんな作曲家の作品でも、青年時代の作品は円熟期の大作とはまた違った清新な魅力を持っている

ものである。プロコフィエフの『古典交響曲』はまさにそうした傑作危後年プロコフイエフは、巨

大なオーケストラにピアノまで動員しグロテスクな旋律で聴衆を威圧する超腎級戦艦のような管弦楽

曲を作曲しており､没後50周年にあたる今年はそうした円熟期のプロコフィエフ作品を聴く機会が増



本当のニールセン？

カール･ニールセンという作曲家は､日本では誤解されて広まってしまった作曲家の一人だと思う｡今回、

交響曲第3番を取り上げる好機を得られ、それらの識皐を解くべくここに記したし＄

1．そもそもニールセン？14．ニールセンの曲は標題音楽？1

Nielsenと綴るのだが、カナ表記ではニルセンとのニールセンの交響曲には畠1膳がついているものが

ばさない方がより原語に近いよう危多し＄第2番「四つの気質｣、第3番「エスパンシー

ニールセンが初めて日本に紹介された頃は、ネルソヴァ（広がり)｣、第4番「不滅｣、第6番「センプリ

ンやらネルセンと表記されていたようだが、ニール－チェ（素朴な)｣。いずれも、標題としての畠I瞳で

センよりはこちらのほうが近いのだろう腺語の発はなく、曲全体が与える印象を言葉にしてみただけ

音を聞いたことが無いので､確認できないが…)。今である。もっとも、第2番だけはインスピレーショ

ではニールセンの名前が一番定着してしまっているンを与えた絵画が実在するが…

ようなので、以下この表記で統一させていただく。5．伽．（オーパス＝作品番号）？1

2．ニールセンは現代作曲家？！ニールセンには確かに、作品番号がついている。

ニールセンが生きた1865～1931年という時代は、が､非常に抜けが多し＄番号も59までしかないの危

ドイツでは後期ロマン派の全盛期にも重なり、あるそれに対して、DanFog(フォウ）とTbrben
いは現代音楽と言われる音楽が現ｵl始めた時代にもSchousboe(スコウスボー）の2人によるFS番号

重なる。音楽書などでは、「国民楽派（ロマン主義をは157まであり、ほぼ作曲年㈹I頂に並んでいる。モ

元に、作曲家自身の国の民族的要素を取り入れて作一ツァルトのケッヘル番号のように､FS番号も定着

曲した人々)」という便利な言葉でくくられているが、して欲しいもの危

ニールセンに関して言えばそう簡単に分類するわけ6．その他、細かい誤解（豆知識？）

にはいかない。初期の作品こそ、国民学派としての．ニールセン作品の日本初演については、諸説ある

香りを強く感じるものの、時代の流れと共に変化しのだが、交響曲第3番は6つの交響曲中、初演が最

ていったニールセンを本当に楽しむためには、枠にも遅ﾚも1984年11月8日、小濯／新日本フイルと

はまった捉え方をしていたのでは楽しめないの危されている。ところが、ネットで調べると1983年

一番お勧めしたいのは、交響曲を1番から順に6番11月29日に東京理科大が初演しているようなの危

まで聴いてみる事だも作曲年はニールセンの生涯にアマオケは初演したことにはならないのだろうか？

ほぼ均一に散らばっており、作曲技法等の移り変わもしこちらが初演なら、1984年2月27日に初演さ

りを楽しむことができる。特に、3．4．5番は戦れた交響曲第6番の方が遅いことになる。まあ、ど

争の時期とも重なり、要チェック危紙面の都合、うでもいいことだが。

ここに詳しく紹介できないのは残念である。・弦楽合奏の演奏会に『バッハ／ニールセン：シヤ

3．交響曲第4番「不油？！コンヌ(弦楽合奏版)』という曲目をたまに見かける。

ニールセンで最もよく知られている曲は、おそらc.ニールセンにもFS.79にピアノのための「シャコ

くこの「不滅」であろう。ところが、この畠'瞳ではンヌ」という曲があるためにややこしいのだが、（

ちょっとニュアンスが違うのだ。原題は"Theツハの編曲版を書いたのはイタリアのリッカルド・

Inextinguishable"、直訳すると「消しがたきもの」ニールセンという全くの別人らしし¥c.ニールセン

あるいは「抑えきれぬもの」といったところ力も皮の目録に無いので、もう一人のデンマーク人作曲家

肉にも、「運命」や｢合唱」といった畠I瞳が大好きなルドルフ・ニールセンの編曲としてしまっている場

日本人には、不滅という格好良い二文字によって二合もあって、さらにややこしい

－ルセンの名が知れ渡る事になってしまったのであ（曲目推薦者:Vn.酎寸浩輔）

ろう。



えている。それでもなお、いやそうであるからこそ、若者の生命力が昨裂したかのような『古典交響

曲』のはつらつとした魅力は一層の輝きを放つに違いなv¥,

3曲目、ニールセンの交響曲第3番のオーケストレイシヨンはシユーマンに近しも管楽器も弦楽器

もべったりと重ねてしまい、非常に分厚し響きをつくっている。一見すると非常に舌曝で工夫のない

オーケストレイションのように見えるかもしれないが、楽譜をよくよく検討すると、ニールセンがい

かに豊かな響きをこのオーケストレイションから引き出そうとしていたのかが見えてくる。
たとえば第2楽章を見てみよう。この楽章は声楽のソロを楽器のひとつとして（瀧司はなく、母音
のみで旋律を歌う）取り入れていることで名高いが、その声楽とオーケストラの絡み合う部分の音量
指定が実に織密なの危キャンバスの下塗りの役割をするトロンボーンの和音にはﾒ狸）が、分散禾暗
を伴奏する木管には”が、動きを持った畠I旋律を歌う木管とヴァイオリンには”が指定されるとい
う階層的な音量指定がなされている。このように色合いの異なる波が幾重にも重なったかのような響
きの海の彼方から、人間の声が力寸かに聞こえてくるのである。

このような極めて綿密な配慮を持って、各楽章が個性豊かに描力れる。第1楽章は鋭いリズムと威
圧的なフォルテが支配する攻撃的な音楽で、その中に圃景に満ちた牧歌的な旋律やエネルギッシュな
ダンス･ミュージックが挿入された非常に密度の濃い楽章である｡このような第1楽章に対比されて、
第2楽章のやわらかな響きの海が一層異彩を放つ。第2楽章と第3楽章は、ともにホルンの合奏で始
まりフルートの旋律によって締めくくられるという共通性を持つ。この双子のような二つの楽章にど
のように表情の違いを持った音楽を展開させる力、作曲者の手腕が冴える。第4楽章は攻撃的な第1
楽章と対照的な落ち着きを持った音楽である。ただし、非常に低音が強調されており、そのためかど
こ力暗さを感じさせる。冒頭はヴァイオリンのほとんど最低音域に近い音高による旋律で始まり、全
曲を締めくくる最後の音にはフルートとオーボエを省いた極めて重々 しい音を使っている。単なる祝
祭的なフィナーレではなく、どこか不安を漂わせたフィナーレで曲を締めくくったのである。
ニールセンはこのように班鴫I的な作曲家であるが、演奏頻度はきわめて低し＄まだ芥川也寸志が司
会をしていたころの『N響アワー』で「知られざる作曲家・ニルセン」という特集が組まれたことが
あったが､それから10数年たった今でもニールセンが｢知られざる作曲家｣である状況はほとんど同
じである。今回、このようにシューマンやプロコフィエフといった著名な作曲家の作品とともにニー

ルセンも聴いていただくことで､ニールセンの"知られざる"独創性を知っていただければ幸いですb
(Tp.j識啓輔

〃ｳｱｲｵﾘﾝ．ｳｲｵﾗ･ﾁｪﾛ輸入･販売･修理･園駐･画作’

ｲﾁｲﾋ風ｷ鑑ViolinShop
◆イタリア、ドイツ製ヴァイオリンなど血輸入、

品質には自侭のある楽器や弓を良心的価格で槻えています．
まずは手にとって御賦奏を．

◆弦は椿安価格にて通侭販光。ケースその他、特価品有り、
当店はただ売るだけでなく良いものをお奨めいたします．

毒骨の音色の異しさ、するどさ、しなやかさ．漬現の鼻祖性から広がっていくfのせ界b

イテイヒロキ池19功はより畳みのある、断邸なぜを目指して、あなたをサポートしきす．

営重時聞のお知らせ
函1m=函7，
定休日《月・火）

◆〒亜…5京榔市上京区
寺町過今出川上ル褒町31
◆Td:、5-251むだ4

◆撹幕n通：唾3極8-…

、◆…;…蛍“わ

http://violinsh叩.jp



Theimpo『恒neeofex恒maleven鱈吟note蝿搾Ulatwhich

commonsenseattribu曙bthem・Theh臆b『瞳1knowledge

wehaveoftheeventsthattd…仇e画､犀閲a1ofthe

thirdsymphonymakesuss巽仇ingsinad碓尼nt

四spedive廿lanthatofNielsenatthetimeofcom嘩繭on.

Wemustnot拘噌etthatNielsenboreinhimselfboththe

capacityofeや底singallthatissaidinhisworKaswellas

theverymatterwhichb『α喝htaboutthemi鱈瞳1噸rkshe

域b犀にffty.Hewasa陣nofmankindandthus率n国

hisinfluenceintheworidlikeotherhumanbeingstiadngthe

dilemmaofgoodandevilintheirfives.Nielsenimplicitly

…nizedinthefourthmovementthatallinalltheworkof

amanual恥睡fisb睡函ualﾚvaluedastheworkany

otherhumanbeinginthegrandschemeofthings.N副er

hadNielsens喧鱈dthe財霞陶ofasocial幅創賦uわpiaso

鯉腫busiy.

Nielsen'sthirdsymphony'sunivensafitystemsindubitably

伽、仇eliaclthatthe加水addressesagelessissuesof

m『唾mtomankindinapositivemanner.ForNielsen,the

tensionqEatedbytheathlet陀叩efmepropellingthe

"SinfoniaEspansiva"openingmovementfindsacompletely

カール・ニールセンの第3交響曲の本質は作曲

者の価値観の体現にありますも作曲者が「シンフ

ォニア･エスパンシーヴァ肱がり)」と名づけた

この交響曲は、作曲当時の彼の世界観を反映して

いますb冒頭で恐ろしい巨人が目覚めますが、最

後には楽観的な結末が用意されているのですb

第1楽章の冒頭から強い緊張感があり、そこか

ら「シンフォニア・エスパンシーヴァ」という表

題がつけられました。これは、古きヨーロッパ大

陸での民族紛争を通して恐らく全ての人力域じて

いたであろう、第一次世界大戦直前の緊張感を表

していますbニールセンは、他の現代の芸術家と

同様、自身の芸術によって戦争という大混乱を表

現したのですb

ニールセン自身が指揮したこの曲のコンサート

（1927年､コペンハーゲン)における彼自身によ

る曲目角職に記されているように、前述の緊張感

は、非常な識ﾅさを持つ第2楽章には全く見られ

ませんbしかし、作曲者がこのように書いている

にもかかわらず、平穏で静かな第2楽章の裏に、

灰のくすぶりのような緊張感が隠されていると感

d碇rentoutcon鱈廿lanthegeneralmayhemofmodem

幅『危尼thatwastoprtxluoetheRrstandS…ndM(d

Wars.

InthethirdsymphonyNielsenthepoethasspokentous

ofa陣創b給唖畑.Itisnowlefttousゎ瞳met!℃

a幅keninggianthe砲は図bythemas割にchordsofthe

symphony'sfirstmovement,andharness脂咽nderfijl

energyforthebetにrofhumanity.

IwishtothankthemembersoftheKyobPhitomusica

OrchestrafortheircommitmentComingtoKyobbmake

musicwiththePhitomusicawasalwaysajoyforme.

whatevertheeffortinvestedincommutingto¥伽bmay

havetieenIwasalwaysrepaidahundredtl汀穐sbythe

wondemjle肋脂ofthe0画唾traonbehalfofthe

composers.

N…y唖jIdhavewishfiaraiDettero画砲stra.who

undertheinspiredleadershipofitsfirstchairs伽し

『Bspondedtotheflowofthemusicar画幅sⅧUimeat

everyturn.Iconsidermy霊rveryわ『tunatetohaveh麺愉e

pnⅥ伯geof”『Wngwiththesefinemusidans.

YvesLafontaine

じる人もいるかもしれませんbただし、この楽章

は二人の歌手が自由に歌いながら非常に穏やかな

ムードの中で終わることに注意するべきですも

ニールセンによれば、第3楽章は特徴づけるの

は難しい楽章で、善と悪が真の結果なしに対面す

ると言いますbそれは道に迷った世界に対時して、

鏡を持つかのようです6

さらに第4楽章は、先行する3つの楽章の内容

への直裁な回答ですbそれは、仕事、日常生活の

健康的な楽しみ、日々の家事という当たり前なこ

とへの喜び、我々の周囲が活動的で可能性に満ち

ていること、これらすべてへの讃歌なのですも

すべての芸術家の人生において個囲で起きる

ことが物事の精華である」というヴァレリーの言

葉を銘記しておくことが重要ですも芸術家にとっ

てのある外部現象の重要性は、一般常識が想起す

る重要性とは必ずしも一致するとは限りませんb

我々はこの交響曲が成立した後の歴史を知ってい

るので、ニールセンがこの曲を作曲した当時の見

方とは違った見方ができるのですも

我々はニールセンが作品で表現しようとしたす



指揮者YvesLafontaine

イヴ・ラフォンテーヌは現在、東京ハイドン・シンフォニ

エツタ割i監督をつとめるカナダ出身のヴイルトウオーソ。

非凡な才能を持ち、クラシック音楽のあらゆるジャンルにま

たがって活動をしている。ヨーロッパの名門音楽学校で学ん

だ後、遠藤雅古の下で､東京芸術大学で指揮を学んだはじめ

ての外国人となった。以来、ヨーロッパ、アジア、米国にお

いて数多くのコンサートを成功させ､心田Kを含むテレビや

ラジオに出演し、録音も多しも

こうした成功の裏には、氏が、非常に多岐にわたる芸術・

文化の分野に精通しているという点がある。初期バロック力

らオペラ、前衛作品にまで及ぶクラシックのレパートリーに

関する百科事典的ともいえるほどの知識を持ち、バイオリン

や他の楽器の鑑定家としても認められている。六カ国語に堪

能で､B皿(1陳言語舗兜のゴールドメタンレ受賞者でもある氏

は、日本の文化・文学に関する深し研究成果のみならず、自

身の詩や文学作品も出仮してきた。

現在は、アジアとカナダにまたがって、コンサート、研究活動、録音、オーケストラ用編曲を行っ

ている。オーケストラにインスピレーションを吹き込み､世界の大傑作の細やかな感情や情熱を伝え

る氏の能力に匹敵する掲軍者を、現在どれほど見出せるでしょう力も（文:AngusWaycott/訳:片山僧

－イヴ。ラフォンテーヌ氏からのメッセージー

Ca（Nielsen'sthirdsymphonyisinessenceanassertion

ofvalues.Christened"SinfoniaEspansivざ'bythe

composer,thissymphonyreflectsthegeneralstateof

affairsinNielsen'swoddatthetimeatthetimeofits

composition.Itspeaksoftheawakeningofacolossalgiant,

andwishestogivetheoptimisticaccountofapossible

outcome.

Thesymphonyexpresses-namelyinthefirstmovement

-astrongtension,thusthename"SinfoniaEspansiva".

Thistensionwasp1℃bablyfeltbyallatontheeveofthe

FirstWorldWar,asethnicskirmisheswereflaringupinold

continentalEui℃pe.Nielsen,likeothermntempo旧『yartists.

『espondedtothepowerfulmaelstrDmoffetewindingupthe

warmachineofmenbymeansofhisworks.

AccordingtoNielsen'sprogramnotesforacon配『the

conductedinCopenhagenin1927,andinwhichthethird

symphonywasteatured,theabovementionedtensionhas

beencompletelyeradicatedbyidylliccalminthesecond

movement.OnemightaddthatdespiteNielsen'sreadingof

thismovement'sinnernature,tensionsarestillthere,

sometimesinthefromsmolderingashesunderthepeace

andquietintendedinthispartofthesymphony.Itis

howevertobenoticedthatthemovementdoesendina

verypeacefulmoodastwohumanevoicesvocalizefreely

onthevowel"a".

AccordingtoNielsen,thethirdmovementissomething

thatcannotbecharacterizedeasily,inthatgoodandevil

faceoneanothe『Ⅷ小outarealoutcome.Itisalittlelike

holdingamirrDrtoaworldatalossforastowhatwayit

shouldgoperhaps.

StillaccordingtoNielsen,thefourthmovementisa

straightforwardansweringoftheincertitudeofthethree

precedingmovements.Itisahymntoworkandthehealthy

enjoymentofdailylife,asortofgeneraljoyinbeingableto

partidpateintheworkofdailyliving,andtoseeactivityand

capabilityunfoldaroundus.

Itisimportanttonotethatintheliteofanyartist,"the

externaleventsarethescumofthings"toherequoteValery.



画京都フィロムジカ管弦楽団「友の会」会員ご芳名“

『
－ー－一コ－

村上治子様

川野浩之様

岩佐聖子様

田中直子様

村山義尚様

村上明日香様

渡辺真人様

渡辺和美様

u
本里香様

八木文人様

松村正人様

南方－晃様

政岡潤平様

政岡節男様

政岡晶子様

津田篤太郎様

越後千代様

西山恵子様

後藤恭子様

高瀬博章様

渡辺

渡辺

渡辺

河上由香里様

野瀬規子様

井ノ山敏江様

井ノ山恵理様

小林香様

ほか3名様

(2003年5月10屋雲ノ
2002年4月に発足しました「友の会」は，現在，上記会員の皆様方よりご支援いただいておりますも

，アンケートへの回答への回答

前回の第12回演奏会はたいへん好評だったようで､アンケートにも｢素晴らしい演奏でした｣｢来
てよかった」など、我々 団員一同身に余るお褒めの言葉をたくさんいただきました。

40歳,女さん「ボーイングの高さや角度はあまりあってなかったのですが、自由なんですか？」
ボーイングの乱れは、第12回の弦楽器メンバーの大きな反省点ですももっとも現在13

回へ向けての練習中ですが、本番が近づいてもボーイングがそろう気配がないのが恐ろし
いのですが。でも、なんとか本番に向けて調整していきますのでご期待くださし％

53歳,男さん「今回はマジックリスニング（ヒアリング方法）を試しての演奏会だった」
このマジックリスニングとはいかなるものでしょうか？もし今回もこられていたら、ご

く簡単に教えていただけませんか？その方法を使うと「楽器一つずつがとてもクリアに
ひびいて」くるとのことですが！？

また､54歳,女,主婦さん､長文の感想文をありがとうございました。曲を聴きながら卿寺メモを取
っていただいたのでしょうか？短い現場レポートを読むようで楽しめました｡｢ピッチカート→横で

はな<､縦への音の広がりがほしい｣など我々 一同も納得のｷ調は今後の参考にさせていただきますも



べて、および後世に残した音楽作品により引き起

こされたこと、それらすべて、彼が生み出した事

柄を忘れてはなりませんb彼は人類であり、だか

らこそ善と悪とのジレンマに直面したほかの人々

と同様にこの世界において影響を及ぼすことにな

ったのですもニールセンは暗黙のうちに、物事の

摂理の中で、単純作業に従事する労働者すべてが

ほかの労働者たちと同じ価直があるということを

第4楽章において認めているので-す､ニールセン

は社会の現実主義者的なユートピアの理想を明快

に述べたわけではありませんbそれでも、ニール

センの第3交響曲の普遍性は、この人類永遠の課

題を扱っていることにあるのは疑いないでしょう。

ニールセンが「SinfoniaEspansiva」の扉を開
く楽章で三度登場させた緊張感ある動機、これは

二つの世界大戦となった近代的な戦渦による大混

乱とはまったく異なる結末へと帰結していま式

この曲で詩人ニールセンは、我々に来たり得る世

印刷のことなら

大地社
〒602-0852

京都市上京区河原町通荒神口上ルー筋目東入ル

TEL(075)231-1727(f1

FAX(075)256-4604

ときめく出会い－湖西の自然

マキノ高偏

みくに館（本館）
みくに館山の家（別館）

春から秋はテニス・各種合宿
冬は目の前がマキノスキー場
（京都東i.e.から車で75分）

〒520-183*

滋賀県高島郡マキノ町牧野
TEL&FAX0740-27-1106(本館

TEL&FAX0740-27-1228(別館｝

界について語ったのですb交響曲の最初の動機の

大いなる和音によって表現された、我々が目を覚

まさせてしまった巨人を、飼いならして人類にと

って良い方向にその燕青らしいエネルギーを利用

することが今、我々に任されているのですb

私は京都フィロムジカ管弦楽団のメンバーと演

奏できることに感謝しますも彼らと音楽をするた

めに京都に来ることは私にとって常に喜びでした。

京都に来るために私が費やした労力は、いつでも

メンバーたちが作曲家の意図を表現しようとする

すばらしい努力によって何百倍にも報われている

のですbこれ以上のオーケストラを望むものは誰

もいませんbこのオーケストラは才気溢れたリー

ダーシップをもつ、音楽の流れと私の棒とによく

反応する首席奏者たちのもとにあるのですから。

私はこれらの剰青らしいミュージシャンと共に演

奏できることを非常に幸運であると思いますb

イヴ・ラフォンテーヌ獄:T.S.)

サークル合宿･ゼミ旅行･スキーt:

海外旅行まで、全てお任せ下さし

直i倒な施設の予約から交通披関まて

一切の手続きを缶致します‘

お問い合わせは．｡‘

TEL075-351-0405FAX.075-371-773S

ﾌﾘーﾀ゙ｲﾔﾙ01釦.040.弱6

鷹鎚即蝿睡駈9m鼎 e-mail血目“…ロ

Open8:30am-8:00pm

HolidayWednesday

Tel./Fax､075-951-0362

長岡京市天神1丁目1－4阪急長岡天神駅前

一



京都フィロムジカ管弦楽団 KyotoPhilomusicaOrchestra

Violino

天濯天二郎

飯島光一朗

越後美和

奥田美抄

4蝿拓也

川島仁子

川島武士

須賀みな子

鈴木佳奈

田村うらら

千熊由紀子

中島円

SaskiaNiemeyer

酎寸浩輔

酎寸祐司

磯貝文彦※

荊寸有里※

大八木文人※

尾崎平※

斉藤緩※

田代直子※

冨井康宏※

Viola

4野田靖代

mt幸枝

欄崎淳

下ｿII柵ム

瀬尾倫代

松浦淳司

上田三保子※

Violoncello

/hJH優香

奥田真理恵

ﾉ｣野田税

星衛※

Contrabbasso

今城和久

河東豊

名坂美雪

FIauto

江藤佳美

力職勇仁

松村朋美

(FIautopiccolo)

Oboe

中西充弥

山出涼子

簡崎いつ子※

(Cornoinglese

Clarinetto

田中慎一郎

友津悠季※

森健太郎※

Fagotto

塚田英城

田中裕美子※

内等すずえ※

林画討※

⑰ntrafagotto)

Corno

芦原俊平

片山真吾

坂口裕志

長岡武志

野田啓

安田聖

吉野文彦

Tromba

遠藤啓輔

竹内恵理

渡辺美智子

Trontone

谷口佳隆

宮下秀行

山下大介

近藤孝司※

Tuba

塚田淳※

Tinpani

永野貴子

※印；客演奏者

顧問

和田之宏

団長

長岡武志

事務

木下洋輔

コンサートマスター

天濯天二郎

(Nielsen.Schumann)

川島武士

(Prokofieffl

ソプラノ独唱好本由希諸子

京都市立芸術大学音楽学部同大朝淀音楽研ｦ調声楽専攻修了b卒業演奏会に出演米ロチェスター大学イースト
マン音楽学夜セミナーに合格､選抜演奏会に出演現在門真ﾉﾚﾐｴー ﾉﾚ混声合唱団､奈良フロイデ合唱団ボイストレ

ーナーも

バリトン独唱佐藤励

2001年京都市立芸術大学蝶､同年輔噺人演奏会に出演2003シュウベル|､協会推薦ドイツ歌曲演奏会に出演

学内、関西二期会で数々 のオペラに出演する。今までに蔵田禰了氏､灘井誠氏に師蕊

弦トレーナー吉野美穂
京都市立芸大事ヴァイオリンを木村直子､岸辺百百雄､室内楽を種田直之、河野文昭、久合田緑の各氏に師事

管トレーナー山崎雅夫
輔1大学卒も京都大学交響楽団金管･打楽器ﾄﾚー ﾅー もI､ランペットをC.マクベス、A.ハーゼス、Mアンドレ

の各氏に師裏

木管トレーナー片寄伸也
大阪教育大学卒業，シユトットガルト音楽大学、トロッシンゲン音楽大学各大学院終了。現在、フリーランスのフ

ァゴット奏者として在阪のオケなどにて客演奏者を務める傍ら、ソロ・室内楽でも活躍中。



〃京都フイロムジカ管弦楽団からのお知らせ＃

琴第14回定期演奏会-

2003年12月7日（日）午後2時開演京都府長岡京記念文化会館指揮：長野力哉
パリー／交響的変奏曲

モーツァルト／交響曲第31番『パリ』

ヴオーン．ウィリアムズ／交響曲第3番『田園交響曲』（ソプラノ：好本由希子）

琴新入団員随時募集中一

募集パート：ヴァイオリン・ヴィオラ・チェロ・コントラバス

オーボエ、クラリネット、ファゴット、トランペット、テナートロンボーン
※管楽器はオーディションがあります。

※コントラバスは団所有の楽器があるため、楽器に関しては相談に応じます。
詳しくはお問合せください。 Tel.090-8163-4626(下川）

E-maiIphiIo_recruit@artdam.uji.kyoto.jp
““〔…““…“…“…好〔球好…“〔好“好“〔…“〔唖好““〔好

琴「友の会」会員随時募集中一

フィロムジカの活動を応援してくださる方を募集しています。
【年会費】1P1.000円醐間】ご入会いただいた月より1年間
【特剣1．期間内の定期演奏会に、1口につき1名様を無料ご招待

2．その他演奏活動のご案内

3．定期演奏会プログラムへのご芳名の掲載
お申込み。入会に関するお問合せは、下記までお願いいたします。

Tel&Fax075-495-1831(松村）

E-maiIphiIo_tomo@artdam.uji.kyoto・JP

京笥Iフイロムジカ管弦楽団ホームページhttp://www.artdam.uji.kyoto・jp/philo/


